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2026年 10月 29日 

各 位 
 
 
 
 
 

  

 

業績予想の修正及び前年同期実績との差異見込みに関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2026 年 5 月 12 日に公表しました 2027 年 3 月期第 2 四半期累計期間（2026

年 4月 1日～2026年 9月 30日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

また、経常収益につきましても、前年同期実績との差異が生じる見込みとなりましたので、併せてお知

らせいたします。 

 
記 

 

１. 業績予想の修正について 

 

（１）2027 年 3月期第 2四半期(累計)連結業績予想数値の修正（2026年 4月 1日～2026年 9月 30日） 

 経常利益 
親会社株主に帰属 

する中間純利益 

1株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

3,900  
百万円 

3,200  
円 銭 

38.82  

今回修正予想（B）  3,700  4,900  59.43  

増減額      （B－A） △ 200  1,700   

増減率       (%) △ 5.1  53.1   

(ご参考)前年同期実績 

(2026年 3月期第 2四半期） 

 

4,128 

 

3,788  

 

45.98 

 

（２）2027 年 3月期第 2四半期(累計)個別業績予想数値の修正（2026 年 4月 1日～2026年 9月 30日） 

 経常利益 中間純利益 
１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

3,900  
百万円 

3,200  
円 銭 

38.82  

今回修正予想（B） 3,600  4,800  58.22  

増減額      （B－A） △ 300  1,600   

増減率       (%) △ 7.6  50.0   

(ご参考) 前年同期実績 

(2026年 3月期第 2四半期） 

 

4,052  

 

3,729  

 

45.27 
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２．前年同期実績との差異見込みについて 
 
   2027 年 3月期第 2四半期(累計) （2026年 4月 1日～2026年 9月 30日） 

 経常収益（連結） 経常収益（単体） 
前年同期実績       (A) 

(2026年 3月期第 2四半期） 

百万円 

23,947  
百万円 

23,832  
 2027年 3月期第 2四半期見込み (B) 30,200   30,100  

 増減額             (B－A) 6,253   6,268   

 増減率       (%) 26.1％  26.3％  

 

 

３．業績予想の修正及び前年同期実績との差異見込みの理由 

 

（１）業績予想修正の理由 

銀行 単体において、貸出金利息の増加等によりコア業務純益は当初予想を上回る見込みとなりました

が、有価証券ポートフォリオの改善に向けて国債等債券売却損を計上したことなどにより、経常利益は

当初予想を下回る見込みとなりました。一方、中間純利益については、2026 年 7 月 30 日付「退職給付

信託返還益(特別利益)の計上見込みに関するお知らせ」において公表しましたとおり、退職給付信託返

還益を特別利益に計上したことなどにより当初予想を上回る見込みとなりました。こうしたことから、

2026 年 3 月期決算発表時に公表しました連結及び個別の 2027 年 3 月期第 2 四半期の業績予想を修正す

るものです。 

 

（２）前年同期実績との差異見込みの理由 

連結及び個別の 2027 年 3 月期第 2 四半期の経常収益は、貸出金利息を中心とした資金運用収益の増

加や株式等売却益が増加したこと等により、前年同期実績との差異が生じる見込みとなりました。 

 

 

４．2027年 3月期通期の業績予想について 

2027年 3月期通期の業績予想については、第 2四半期累計期間の修正を踏まえて現在精査中であり、

2026年 11月 10 日に予定しております第 2四半期決算発表の際にお知らせいたします。 

 

 

本資料に記載されている業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したもの

であり、実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 
 

以  上 
 


